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2 DACoRDは,銀行の対応 は人種 に より
異なった処遇 をすることを禁 じたデンマーク法
に違反するとして,銀行所在地の警察に申立て













3 請願者の主張は,以下の とお り｡
1) 銀行の融資方針が民族的出身および人種に
























































































3) した が って委 員会 は,条約 第 2条 1項
(d)に基づ き,条約第 1条の意味における
人種差別が関与する基準が適用 されたか香か
を確認するために,外国人住民に対する銀行
神奈川ロージャーナル 第 2号
の融資方針の背後にある真の理由について,
適切な調査を開始することが適当であると認
定する｡
4) 委員会は,請願者が本件をデンマーク差別
禁止法の下での事件だと考え,警察に届け出
たことに注目する｡当初,警察,検察は銀行
の融資責任者によりなされた説明を受け入れ,
それ以上事件を調査 しないことを決定 した｡
しか し警察ならびに検察によってとられた措
置は,人種差別の行為がなされたか否かを決
するに十分ではなかった｡
5) したがって委員会は,請願者は条約第 2条
ilill
1項 (d)との関連で,条約第 6条の意味に
おける効果的救済を受けられなかったと考え
る｡
6) 委員会は当事国が金融市場における差別を
なくすための方策を採るよう勧告する｡
7) さらに当事国が,請願者が被 った損害に見
合 う賠償 もしくはサティスファクションを提
供するよう勧告する｡
8) 以上の勧告に関し当事国がとった関連方策
について,情報を受領することを求める｡
(担当 :川本紀美子)
